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２. 「環境立国・日本」の創造・発信                
 

(１) 持続可能な社会の「日本モデル」の構築 
 
前述したような持続可能な社会の実現に向けた様々な挑戦が世界各国・各地域で進

められているが、いずれの国・地域においても、未だ試行錯誤の段階にある。 
 
こうした中で、我が国は、天然資源に乏しく、限られた国土に人口や産業活動が集

中する一方、自然との共生を図る智慧と伝統、社会経済の発展をもたらしてきた環境・

エネルギー技術、深刻な公害克服の経験、意欲と能力溢れる豊富な人材など様々な強

みを有しており、いわば「ミニ地球」となる持続可能な社会の生きたモデルを創造す

る上で絶好の条件が整っている。また、官民協調による取組が着実な経済成長に寄与

していたことにみられるように、幅広い関係者の参加と協働の下、一致協力して目標

達成を目指す文化や価値観も、我が国の強みの一つである。 
 

こうした我が国の強みを最大限発揮するためには、世界の国々と連携・協働を図り

つつ、技術の開発・普及、社会経済システムの見直しなど戦略性を持って施策を展開

していくべきである。こうした取組を通じて、我が国の自然共生の智慧と伝統を現代

に活かすとともに、世界に誇る環境・エネルギー技術、深刻な公害克服の経験と智慧、

意欲と能力溢れる豊富な人材を、環境から拓く経済成長や地域活性化の原動力となし、

幅広い関係者が一致協力して、世界の発展と繁栄に貢献する品格ある「環境立国」を

「日本モデル」として創造し、アジア、そして世界へと発信する。 

 

 
 




